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1. はじめに 
ジャパンリンクセンター（以下「JaLC」という）は、DOI 登録機関

（Registration Agency；RA）として、日本発の学術コンテンツ情報を収集し、

普及、利用を促進する目的で設立された。2012 年 3 月に RA に認定されて以来、

主にジャーナルアーティクル（学術論文等）に対して DOI の登録を行ってきた。

2014 年 12 月には、JaLC 新システムをリリースし、ジャーナルアーティクル

に加えて、ジャーナル（逐次刊行物）、研究報告書、書籍、研究データ、大学コ

ース(e-ラーニング) へと DOI 登録の対象コンテンツを拡大した。 
このうち、研究データへの DOI 登録に関しては、世界的にもいまだ様々な

課題の検討が進められている段階であり、日本においてはほとんど経験がない。

そのため、JaLC において研究データへの DOI 登録を開始するにあたり、研

究データへの DOI 登録に特有の課題抽出とその解決、運用方法の確立、DOI 
の活用方法などの検討を行い、我が国における研究データへの DOI 登録の仕

組みを参加機関とともに新たに構築することを目的として実験プロジェクトを

実施した。 
プロジェクトにおいては、参加各グループが、研究データに対して DOI 登録

のテストを行った。これによって得られた知見と、ミーティング等において議

論された内容をもとに、本ガイドラインを作成した。作成にあたっては、今後、

研究機関等がデータに対する DOI 登録を開始する際の指針になり、実作業への

参考となることを目指した。 
 
 
2. DOI 登録と JaLC 

2.1.DOI 登録と JaLC の概要 

DOI の機能は、個別のコンテンツに割り当てられた ID (DOI) とその所在

URL 情報をペアで保管し、DOI 問い合わせに対して所在 URL を返すというも

のである。コンテンツの所在 URL が変わった場合は、ペアの情報を更新するこ

とにより、持続的なアクセスが保証される。DOI は「10.1241/xxx-oo-oo」のよ

うに「10.」で始まり、「/」で区切られた形をしている。「/」の前は prefix（接

頭辞）といい、RA によって割り当てられる、コンテンツの管理者に固有の記号

である。一方、「/」の後ろの部分は suffix（接尾辞）といい、登録者自身が決

定できる。登録された DOI は、http://doi.org/“DOI” でアクセスすると、元

の URL に解決され、結果としてそのコンテンツにたどり着くことができる。 
このようなシステムを持続的に運用するために、3 階層の組織構造がとられ

ている。DOI の仕組みを統治する国際 DOI 財団(International DOI 
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今後、ジャパン
リンクセンター
において、研究
データに DOI を
登録するとき、 
・必ず守ってい
ただきたいこ
とには[必須]
を、 

・できれば従っ
ていただきた
いことには[推
奨]を、 

・一例を示すと
きには[例示]の
記号を付す。 



3 
 

Foundation: IDF) 、その配下の DOI 登録機関 (Registration Agency: RA)とし

て複数の組織、さらにその配下の DOI 登録者である。JaLC はこのうち RA に

相当し、その会員が DOI 登録者に当たる。（図 2-1） 
 

 
図 2-1 DOI を運用するための組織構造 

 
IDF は、DOI と所在 URL のペアをデータベース化して管理する役目を担う。

ここでのデータベースの管理とは、DOI と所在 URL の新規登録や、変更の受

付、DOI の問い合わせに対して所在 URL を返答するという機能の維持である。 
一方、RA は IDF の認可を受けて、DOI の登録業務を実際に行う。2015 年 9

月末現在、世界で 9 機関が RA として登録されている。各 RA は、コンテンツ

の種類や登録者の範囲などにおいて登録ポリシーをもち、該当する登録者に

DOI 登録サービスを提供している。JaLC のほか、主要な RA として、論文に

対する DOI 登録を大規模に行っている CrossRef や、研究データへの DOI 登録

を世界に先駆けて行っている DataCite [1]などが挙げられる。 
DOI 登録者は、個別の RA の会員となることで、自身の持つコンテンツに DOI

を登録することができる。DOI 登録者はコンテンツの発行者や管理者であり、

DOI と、コンテンツにアクセスする URL とをペアにして、RA が用意したサー

ビスを使って登録する。 
JaLC は、自身が RA であると同時に、CrossRef と DataCite の会員でもあ

る。JaLC 会員は、JaLC が割り当てる DOI のほか、JaLC を介して CrossRef
や DataCite が割り当てる DOI を登録することも可能である。そのフローを図

2-2 に示す。 
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図 2-2 JaLC を介した DOI の登録フロー 
 
DOI や JaLC に関しての詳細は、「5 章 参考資料」に記す資料 [2] [3] [4]を

参照されたい。 
 

2.2 JaLC のメタデータ 

JaLC は、コンテンツの種別ごとにメタデータを定義しており、ジャーナル、

ジャーナルアーティクル、書籍・報告書、研究データ、e-ラーニングに対応し

ている。 
研究データ用のメタデータは、DataCite のスキーマ（DataCite Metadata 

Schema 3.1）に準拠している。DataCite は科学研究を促進するという目的のも

と、研究データの所在を示し、同定し、引用する方法を研究者に提供するとし

ており、メタデータについても、リソースの引用と検索が正確に整合性を持っ

て行えるようスキーマが定義されている。必須項目は、引用に当たって必要な、

ID（DOI）、Creator、Title、Publisher、Publication Year という少数にとどめ、

多くの分野のスキーマとの互換性を保つことを意識している。ただし、データ

がより検索され、引用されるようにするために、必須項目以外に推奨、任意入

力の項目を定義している。 [5] [6] [7] 
JaLC は、事情に合わせて DataCite の定義に変更を加えている。すなわち、

JaLC が DOI 登録対象としている他のコンテンツ種別（ジャーナルアーティク

ル等）のメタデータ定義と項目をそろえ、タグ名の付け方、複数言語の持ち方

の変更、ファンド情報の追加などを行っている。JaLC のメタデータ仕様は、
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JaLC Web サイトの技術情報に掲載している。 [8] 
 
3. 研究データに対する DOI 登録のガイドライン 
3.1 ワークフロー 

3.1.1 データのライフサイクルとデータ作成および管理者・機関 

DOI の登録は、登録対象となるコンテンツが作成されてから、メタデータの

作成など保存や公開のための準備の後、DOI とメタデータを RA に送信すると

いう段階を踏んで行われる。途中、コンテンツの品質を確保するための審査が

行われる場合もある。登録の後も、コンテンツの修正・更新、それに伴うメタ

データの変更や、場合によってはコンテンツ自体の取り下げが発生する。この

ような、コンテンツが生成されてから活用され、廃棄されるまでのライフサイ

クルと、それらの行為を行う者との関連を表したのが図 3-1～3-3 である。 
図 3-1、図 3-2 は、従来 DOI 登録を行ってきた論文等文献データのライフサ

イクルとそれに係る担当者・担当機関について、出版社が扱う場合と大学・研

究所等の図書館が管理する機関リポジトリの場合をそれぞれ示している。前者

は、研究者が論文を作成し、出版社が採録・出版・メタデータ登録・DOI 登録

を実施する。後者の機関リポジトリの場合は、論文等の作成・保存、リポジト

リへの送信までは研究者が行い、そのメタデータ作成、登録は図書館等が行う。

さらに、識別子として DOI を登録することも図書館等が実施することが多い。

コンテンツやメタデータの修正・破棄についても、作成者と同じ担当者が実施

すると考えられる。 
一方、研究データにおいては、このパターンが複雑になる（図 3-3）。コンテ

ンツ（研究データ）作成は研究者が行うことが想定できるが、メタデータにつ

いては、研究者または研究支援者が作成する場合や、図書館やデータセンター

が行う場合、あるいは品質管理を含めたデータ出版業務に係る専門の担当者と

いうことも考えられる。さらに、DOI 登録を行うための（DOI に対するメタデ

ータとしての）JaLC メタデータは、研究分野に依存しない汎用的な項目がほと

んどであるが、データリポジトリのメタデータ（ドメインメタデータ）は、研

究分野特有の項目を含め、詳細な情報が保持されている。 
この中で、本ガイドラインが対象とする DOI 登録に係る範囲は、JaLC メタ

データ作成工程以降である。コンテンツ自体の作成～破棄に係る部分と、ドメ

インメタデータの作成～修正部分は、本ガイドラインの対象外とする。ただし、

JaLC が登録した DOI からアクセスされるデータに対応するランディングペー

ジでは、ドメインメタデータによりそのコンテンツの内容が詳細に記述されて

いることを期待する。 
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図 3-1.文献データのライフサイクル（出版社が扱う場合） 

 

 
図 3-2.文献データのライフサイクル（機関リポジトリが扱う場合） 

 

 
図 3-3.研究データのライフサイクル 
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3.1.2 JaLC のメンバーシップ 

JaLC 正会員・準会員の資格を有するのは、原則として、存続期間の定めのな

い機関・団体である。登録コンテンツが論文の場合は、出版社や大学、学協会

等の団体がコンテンツ所有者であるためあまり例外を考慮する必要がなかった

が、研究データの場合は、大学や研究機関のほか、有期の研究プロジェクトか

らデータが創出されることもある。しかしその場合も、長期にわたってデータ

のアクセス保証を行う必要があるため、プロジェクト自体が JaLC 会員となる

のではなく、プロジェクトの参加機関が正会員または準会員となり、その資格

において JaLC に DOI を登録する。ただし、プロジェクトが長期にわたる場合

は、申請により JaLC 運営委員会が個別に判断し、プロジェクト自身が JaLC
会員となることを認められることがある。 
研究データにDOIを登録しようとするプロジェクトが複数機関から構成され

る場合は、プロジェクト代表機関が責任を持って実施する。ただし、実際の DOI
登録作業は、代表機関が全データを取りまとめて行ってもよいし、各機関が個

別に行ってもよい（プロジェクト内のとりきめによる）。いずれの場合も、DOI
登録を行う者が、JaLC 正会員あるいは準会員の資格を持つ必要がある。プロジ

ェクト代表機関は、どの参加機関からどの研究データが DOI 登録されるかを把

握しなければならない。 
 
以下に、単独および複数機関から成るプロジェクトの例を示す 
 

・単独の機関内のプロジェクトの例 
図 3-4 は、機関内プロジェクトの例を示している。A 研究所内のプロジェク

ト P は、プロジェクトで得られた研究データに対して新たに DOI を登録すると

いうケースである。A 研究所は、従来、論文に対して DOI の登録を行っており、

すでに JaLC の会員であるため、その機関としての会員資格に基づき、P プロ

ジェクトが生成した研究データへの DOI 登録を行う。この際、論文に DOI を
登録するために割り当てられていた prefix とは別に、研究データ用の prefix を

JaLC に申請し、これを使用して DOI 登録を行う（prefix については、次項「3.1.3 
prefix の割り当て方針」で説明する）。論文と研究データの管理体制は、同じ機

関内でも別々であることが多いと考えられることから、分けて管理を行ったほ

うが運用が容易であろう。プロジェクト終了後のデータへのアクセス保証は、A
研究所が機関として行う。 

 

[必須] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[必須] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[例示] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 
 

 
図 3-4. 単独の機関内のプロジェクトの例 

 
・複数の機関から成るプロジェクトの例 

図 3-5 は、複数機関から成るプロジェクト Q の例を示している。プロジェク

ト代表機関は A 研究所であり、A 研究所は JaLC 正会員である。また、その他

のプロジェクト参加機関 x 学会、y 大学、z 大学は、A 研究所とは別の JaLC 正

会員配下（x 学会は B 機関、y 大学、z 大学は C 機関の配下）の準会員である。

A 研究所がQプロジェクトから発生した研究データをすべてとりまとめてDOI
を登録する場合は、A 研究所のみが prefix を JaLC へ申請し、申請書には自身

が当該プロジェクトの代表機関であることを明記する。あるいは、プロジェク

トにおいて、A 研究所が DOI 登録をとりまとめるのではなく、各機関で行うと

決めた場合、準会員 x 学会は、正会員 B 機関を通じて DOI を登録し、準会員 y
大学、z 大学は正会員 C 機関を通じて登録する。正会員は、プロジェクト情報

を添えて JaLC 事務局に prefix を申請し、その後 DOI 登録を行う。 
 

 
図 3-5.複数の機関から成るプロジェクトの例 

 
以上は、説明のためパターン化したケースを示したが、実際はこれらの例を参

考に、各機関・プロジェクトの事情に合わせ、prefix の申請も含めた DOI 名の

設計や、運用手順の整備を実施することが望ましい。 
 

3.1.3 prefix の割り当て方針 

DOI prefix は、JaLC 正会員に対して事務局が払い出す。原則として１会員

あたり 1prefix としているが、必要に応じて複数 prefix の払い出しが可能であ
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る。 
研究データの作成や管理は、データ作成者が機関内の１研究室であったり、

参加組織の形態が複数機関から構成される有期のプロジェクトであったりする

など、論文等の文献とは異なりさまざまなケースが想定される。そのため、将

来的にデータ管理が別機関に移管される可能性も考慮し、実データあるいはメ

タデータの管理者単位で prefix を分けることが望ましい。たとえば、複数機関

から成るプロジェクトの場合はその参加機関単位、共同リポジトリの場合は研

究データ作成機関の単位とするなどが考えられる。 
また、管理者ごとに prefix を分けるという考えに基づき、コンテンツ種別の

異なりで別の prefix を申請してもよい。たとえば、すでに JaLC 会員として論

文に DOI を登録しているが、新たに研究データの DOI 登録するに当たって、

管理部門が別に存在するなどの事情により別の prefix を使用する、等である。 
新たに prefix が必要な場合は、その登録対象等の事項を添えて JaLC 事務局

に申請し、割り当てを受ける。会員は、DOI 登録を実施したデータおよびメタ

データの管理を適切に行わなければならない。また、正会員は、prefix の管理

状況を年に 1 回 JaLC に報告し、使用しておらず今後も使用の見込みのない

prefix は返却する。 
 
3.2 DOI 登録の対象データ 

3.2.1 DOI 登録の対象とするデータの考え方 

DOI を登録・流通させてから後は、その登録者（管理者）は、DOI が登録さ

れたデータへのアクセス保証をしなければならない。そのため、長期間にわた

って管理が可能な体制を備えている必要がある（詳しくは「3.3 アクセスの持

続性の保証」に記載）。また、データは、組織として保全が必要かつ可能である

と判断した、取り下げの可能性が少ないデータを対象とする。 
 

3.2.2 品質に関する考え方 

DOI はアクセシビリティを保証するものであり、データの品質を保証するも

のではない。ただし、品質についてメタデータに記述することは可能である。

第三者による査読が行われたものを DOI 登録対象とし、メタデータに品質に関

する記述をしている例もある。 
 

3.2.3 複数のデータリポジトリ間での DOI の調整に対する考え方 

同一の対象物を複数の DOI 名で指定することは許容されてはいるが、推奨さ

れているのは、ひとつの対象物に対しては DOI をひとつだけ登録することであ

る（DOI Handboook [2],  ‘2.3.5 Uniqueness’）。 

 

[推奨] 

 

 

 

 

 

 

[例示] 

 

 

 

[必須] 

 

 

 

 

 

 

[必須] 

 

 

 

 

 

 

 

[例示] 

 

 

 

 

 

[推奨] 
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しかし、研究データの場合は特に、データ作成に複数機関が関わっていたり、

登録したデータリポジトリの運用ルールにより新たにDOIが登録されてしまっ

たりなどの事情により、同一の研究データに複数の DOI が登録されてしまうこ

とが発生しうる。その際は、それぞれのデータ提供者同士連絡がとれており、

互いに DOI 登録状況を把握していることが望ましい。さらに、メタデータには、

別の DOI が登録されている同一の研究データが他に存在していることを、関連

情報（relation_list）に記述するのがよい。 
 

3.3 アクセスの持続性の保証 

3.3.1 有期のプロジェクトで保有するデータの扱い 

「3.1.2 JaLC のメンバーシップ」で述べたとおり、DOI 登録はプロジェクト参

加機関のうち JaLC 会員である者が行う。当該機関は、持続的なアクセスを保

証するための手段を準備しなくてはならない。 
文献とは異なり、研究データは研究室など小規模な単位で管理が行われてい

るケースもあり、特に、機関の組織体系とは別に実施されている他機関との共

同プロジェクトの場合には、プロジェクト終了後、どの機関がデータ管理を行

うかが課題になる。データ作成者や管理者が持続的アクセスを保証できない場

合、適切な関連機関やデータセンターにデータ管理を委託することで、アクセ

スを保証することが考えられる。 
（プロジェクト終了後のデータ保管の例） 

例① 代表機関がプロジェクトにより DOI 登録したデータをすべて引き受

けて管理する。prefix の移管を伴うこともある。登録した研究者等の

当事者のほか、機関リポジトリや、図書館等が保管する場合がある。 
例② DOI 登録を行った機関がデータを保管する。 
例③ 引き受け先がないときは、外部のデータリポジトリ等へ寄託する。 

プロジェクト実施中から、終了後も持続的なアクセスを可能とするための体制

等を、規約により定めておくことも有効である。 
 

3.3.2 DOI 登録後にデータの公開をやめる場合 

DOI 登録後にデータ提供者が公開を取り下げた場合でも、DOI のランディン

グページは維持してメタデータの公開を継続し、アクセスが保証されるように

する。ランディングページには、データ公開を取り下げた事実、理由を明記す

る。 
 

3.3.3 研究活動におけるデータ管理ポリシー 

DOI を登録したデータの管理は、各会員が適切に実施する。その方法につい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[必須] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[例示] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[必須] 

 

 

 

 

 

[必須] 
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ては、本ガイドラインでは定めず、参考資料のみを５章に示す。 [9] [10] 
 
3.4 DOI 登録対象の粒度 

3.4.1 基本的な考え方 

論文に DOI を登録する場合は、１報に対して１つの DOI を登録するという

わかりやすい単位で扱うことができるが、研究データの場合は、その性質や利

用のされ方がさまざまであるため、どの粒度で DOI を登録するかを一概に決め

ることが難しい。最終的には、粒度を決めるのはデータ提供者の判断である。

その際、DOI は長期にわたって利用されることを考慮するべきである。 
 

3.4.2 粒度を決める観点 

DOI 登録の粒度を決める観点として、いくつか考えられるものを以下に挙げ

る。 
・引用 
引用関係をリンクし、引用数を計測することは DOI の主要な目的のひとつ

である。研究データへの DOI 登録を行うことにより、データへの引用を促

し、その成果を測ることが容易になる。よって、データ提供者が引用を期

待する粒度で DOI を登録することは、重要な観点である。 
・データの性質 
単独で意味のある粒度であることが望ましい。しかし、単独で意味がある

とするものの粒度は、観測データ、実験データ、計算データ等のデータ種

別によって変わってくるだろう。たとえば、観測データの多くは再現が困

難であり、必ずしも１回の測定が単独で意味をもつとは限らないが、実験

データは同一条件のもとでは再現可能であることが期待され、１実験単位

で意味をもつというようなことがありうるであろう。 
・アクセスの容易さ 
コンテンツへのアクセスを保証するというDOIの役割を果たすことはもち

ろんとして、コンテンツが効果的に参照され、利用されるようにするため

に、利用者がアクセスしやすい粒度で DOI を登録することが望ましい。 
・管理の容易さ 
持続的なアクセスを保証可能とするために、管理の容易さを確保すること

も重要である。研究データ提供機関やデータ管理者にとって管理がしやす

いような考慮をすることが望ましい。研究データの規模が大きく、複数機

関で測定・作成されている場合もありうるが、管理者不在にならないよう

に注意する。 
・DOI の数量 

 

 

 

 

[推奨] 
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DOI 登録および解決のシステムが適切に運用できるレベルの数量にとどめ

る。よって、膨大な測定レコードの一つ一つに対して DOI を登録するとい

うようなことは行わない。 
 

3.4.3 粒度の例 

以下に、研究データに DOI を登録する際の考え方の例を示す。 
 

（１）MF レーダー観測による中間圏風速データ（NICT） 
Alaska Project of NICT (CRL)-GI/UAF, Mesospheric wind velocity data 
(30min. mean) observed with MF radar at Poker Flat, Alaska, 
doi:10.17591/55838dbd6c0ad 

 
1998 年からアラスカにおいて行われている上層大気の風速を電波観測し

て得られたデータセット。装置稼働時には 30 分に一回程度データが準リアル

タイムに追加されていくようになっている。 
これは、時間的にデータが増加していく動的なデータセット（いわゆる

dynamic data の一種）である。一般的には固定された（変化しない）データ

セット（static data）の方が DOI 登録対象としやすいが、継続的な観測・計

測実験では変化しないデータセットを定義しづらいことなどのため、ここで

は時間的に増加する時系列データ全体について１つのDOIを登録することと

した。これは京都大学 WDC の地磁気観測データや地磁気指数データ、情報

通信研究機構 WDC の電離圏電波観測データなど、地球物理学分野の観測実

験データの多くに共通する特徴である。 
ジャーナル上の論文からこのデータセットが引用される際には、DOI とと

もにデータへのアクセス日が明示されることが期待される。これにより、デ

ータの修正記録が残される場合、論文執筆時に使用された根拠データのバー

ジョン等を推定することが容易になると考えられる。 
 
（２）有機化合物のスペクトルデータベース（産総研） 

（http://sdbs.db.aist.go.jp/） 
DOI を付与する単位は、細かい方が引用には便利だが、ランディングペー

ジの準備の手間や、検索の結果としてデータが表示される場合などのシステ

ムの挙動との対応を考慮する必要があったため、1）サイト全体で DOI を一

個、2) 化合物単位、3）スペクトル単位などの単位で試験を行った。 
その結果、DOI でアクセスされた際にデータに直接到達できる機能を備え

ていない cgi がない場合は、URL の記載が難しく困難な点があることが判明
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した。特に、複数のフレームを使って１データを表示する状況を一つの URL
で表現できない。 

 
3.4.4 DOI 登録後のデータの追加・修正時の対応 

DOI を登録したデータは、その後は変更がないことが期待されるが、動的に

変化するデータの場合には、追加・修正が行われることがある。その際の対応

として、DOI を維持する場合と、別の DOI を登録する場合がある。 
 
データを追加した後も、もとの DOI をそのまま使用する場合 
考えられる対応の例を挙げる。 
例①バージョン管理を行う。データの追加、取得方法、処理方法、補正、

誤差などの修正や変更があった場合は、別バージョンとしてランディ

ングページ上に明記して、それぞれのバージョンへのアクセスを可能

とする。 
例②ランディングページには、データの追加、取得方法、処理方法、補正、

誤差などの修正や変更があった場合はその事実と内容を履歴として記

載する。 
例③観測中で適宜データが追加される場合は、もとの DOI をそのまま保持

し、バージョン管理もしない。 
これらの事例を、各分野、各データの特性に応じて最適化して用いられるこ

とが望ましい。 
 
あらためて別の DOI を登録する場合 
考えられる対応の例を挙げる。 
例① バージョン管理を行い、もとのデータの DOI と、データ追加後の DOI

のメタデータそれぞれにバージョン情報を明記する。 
例② 長期的に取得している観測データセットの場合、新たなデータを追加

したデータセットはシリーズとして別名をつけ、一定の単位時間・期

間（例えば年単位）ごとに分割してそれぞれに DOI を登録する。 
 
別の DOI を登録した場合、もとの DOI に対応するデータは、そのまま

保存しておくことが望ましいが、大規模なデータセットを全体的に補正し

た場合など、保存が困難であったり、保存をすることにあまり意味がなか

ったりすることもある。そのような理由でもとのデータセットにアクセス

できなくなる場合は、ランディングページは保持しておいて理由を明記す

る。 
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3.4.5 データ量やファイル数との関連 

DOI を登録する単位は、対象データの量やファイル数には関係しない。１つ

のDOIに対してメタデータおよびランディングページは１：１で対応させるが、

登録対象データの実体は複数ファイルであってもよい。その場合、１ランディ

ングページにメタデータが１セット記述され、複数ファイルがリンクされるこ

とになる。 
 

3.4.6 suffix のつけ方 

suffix は、DOI が一意に識別されるための単なる文字列であり、それ自体は

元来、意味も構造も持たない。管理者が扱いやすい付け方をしてよいため、ラ

ンダム発生させた文字列を用いる場合のほか、文字列がデータの意味や構造を

示すようにしている場合もある。後者は、人間にとって意味が理解しやすく、

データ管理やデータ活用を容易にすることが意識されている。DOI は長期間に

わたるアクセス手段であるため、変化が予想される名称を含める場合（組織部

署名・プロジェクト名等）などは、よく考慮する必要があるだろう。 
例） 
・(prefix)/（サブ組織名）.（DB 名）-（DB 内の識別子） 

例： 10.14977/05.tdbs-23732 
10.14977/05.gsj-aster-xxxx 

・(prefix)/（機関略称）.（通し番号） 
例:  10.11503/nims.1001 

・(prefix)/（ランダムな番号） 
例:  10.17591/55838dbd6c0ad 

 
3.5 DOI のランディングページ 

DOI を登録するデータは、公開またはアクセス制限ありのどちらの場合もあ

りうるが、その DOI に対応するランディングページは公開されている必要があ

る。データの公開／アクセス制限ありの別は、ランディングページに記述する。 
ランディングページに記述する情報として、JaLC メタデータの必須項目

（DOI、Creator、Title、Publisher、Publication Year）のほか、以下を推奨

する。 
・当該データを引用する際の記述方法 
・公開／アクセス制限ありの別 
・追加、修正、取り下げ等の履歴 
・データのフォーマット 

 

 

 

 

 

 

 

 

[例示] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[必須] 
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・データ利用に関するライセンス（Creative Commons、機関独自のライセ

ンス体系による表示等） 
・その他分野特有のメタデータ情報 
当該分野だけでなく、関連分野の研究者・専門家にとって参考になる各分

野固有のメタ情報を記載することも有用であろう。 
 

 
図 3-6 ランディングページの例 

（出典：doi:10.17591/55838dbd6c0ad） 
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ページの更新情報 
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3.6 機関の DOI 登録ポリシーの制定 

DOI を登録するにあたり、上記 3.1～3.5 を考慮し、あらかじめ、機関におけ

るDOI登録に関するポリシーを明文化しておくことが望ましい。すなわち、DOI
のアクセシビリティを保証し、その運用をスムーズに行うため、データのライ

フサイクルの各段階における運用方法（データの修正タイミングや申請フロー）

や責任者を定めておく。特に、プロジェクトが終了した場合に備え、その後の

データの管理方法に関する方針を、機関のデータ管理ポリシーと整合性をとる

ようにして事前に明確化しておくことは有用と考えられる。 
 

[推奨] 
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4. 事例集 
 
■国立極地研究所 北極域データアーカイブシステム（ADS） 
（特徴） 

・１機関内で実施されているプロジェクト 
・北極域・南極域における実験および観測データを対象 
・内部的なデータ管理から JaLC への DOI 登録をシステム的に実施 
・品質を管理するためのしくみを整備 

（DOI 登録の概要） 
ADS メタデータマネージメントシステム(ADS-AMS)により、メタデータ管理とデータ

アーカイブを一元的に実施している。メタデータおよび実データは研究者によって作

成される。メタデータ登録時には、システムが ADS メタデータスキーマに従ってチェ

ックを行い、登録者にフィードバックする。 
ADS-AMS は、国立極地研究所 DOI 付与ポリシーに従って管理者のみが DOI を登録

する機能を持つ。また、すべての登録データは、メタデータをもとにランディングペ

ージが自動的に作成される。 

図 4-1 北極域データアーカイブシステム（ＡＤＳ） 
  



18 
 

■ 地球環境情報統融合プログラム（DIAS-P） 
（特徴） 
・第一義的には DIAS-P が自ら作成したデータと、協働プロジェクトのもとで収集又は作

成された他機関のデータを対象 
・他機関が提供したデータの著作権はデータ作成者に帰属するので、DOI 付与の可否並び

に DOI 付与の粒度は、データ作成者との合意のもとに行われる 
・対象分野は、地球科学データ（地上観測データ,  衛星観測データ, 気象予測モデル, 気候

変動予測モデル, その他社会データ） 
 
（DOI 登録の概要） 
・DOI を付与するデータセットの粒度も現実的な対応としては、現在 DIAS が公開してい

るデータセットと１対１に対応する方向 
・DOI に対応したデータセットのランディングページは DIAS がデータセットごとに作成

しているドキュメントメタデータから作成されるものを想定 
・DIAS におけるデータ公開プロセスにおいて、DIAS が定めるメタデータから JaLC メタ

データを生成し、JaLC、DataCite に登録する 
・DIAS は永続的な組織体制が未確定なため、このプロジェクト期間には DOI 実登録は実

施しない 
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図 4-2 DIAS における DOI 登録 
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■国立研究開発法人物質・材料研究機構 
（特徴） 
・材料科学分野の電子顕微鏡画像データ等を対象 
・既存のデータアーカイブシステムと DOI 登録システムを連携 

（DOI 登録の概要） 
機関リポジトリおよびセルフアーカイブシステム「NIMS eSciDoc」を介した DOI
登録が行えるシステムを構築した。既存のセルフアーカイブシステムには DOI 登録

機能がないため、DOI の登録作業を行うためのシステムとして、DOI 管理システム

を別途構築した。 
データ登録・公開は研究者が実施するが、DOI 登録は科学情報室が行う。 

 

 
図 4-3 NIMS eSciDoc における DOI 付与のワークフローとデータフロー  

 
※）DOI の本番登録は検討中 
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■国立研究開発法人理化学研究所脳科学総合研究センター 
神経情報基盤センター(NIJC) 

（特徴） 
・脳・神経科学分野データベースの収録データを対象 
・既存のデータベース基盤システムを活用した DOI 登録支援機能を検討中 
・データの査読を実施予定 

（DOI 登録の概要） 
Web データベース基盤システム XooNIps のもつデータ登録・査読・管理機能を活

用し、各 PF の研究データに DOI を付与するまでの流れを支援するシステムの構築

を検討している。DOI 登録の流れは、各プラットフォーム（PF）の運用者からメタ

データ提供を受け、DOI 登録ポリシーに沿うかどうかを確認する（査読）、登録した

DOI の管理を行う。 

図 4-4 神経情報基盤センター（NIJC）における DOI 登録の流れ  
 

※）DOI の本番登録は検討中 
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用語集 
 
CrossRef（クロスレフ） 

米国の代表的な RA。主として学術論文を扱う。（ http://www.crossref.org/ ） 
 
DataCite（データサイト） 

研究データを扱う RA。2009 年に欧米の大学や図書館が設立し、ドイツ国立科学技術図書館 
(TIB) が運営するコンソーシアムである。（http://www.datacite.org/） 
 
DOI（ディーオーアイ） 

デジタルオブジェクト識別子(Digital Object Identifier)。The DOI Handbook 参照。 
インターネット上の文書に恒久的に与えられる識別子。 
典型的な DOI 名は、10.1246/nikkashi1898.1.1 のような文字列である。この場合、10.1246
（プレフィックス）は、国際 DOI 財団が付与するディレクトリの識別子である。スラッシュ

以下の nikkashi1898.1.1（サフィックス）は DOI 名の登録者（この例では社団法人 日本化学

会）が任意で付ける ID である。実際にブラウザで DOI 名によって検索をする際には、次のよ

うに URL“http://doi.org”の後に DOI 名をつければよい。 
http://doi.org/10.1241/johokanri.56.881 

 
DOI prefix （ディーオーアイ プレフィックス） 

IDF が付与するディレクトリの識別子。DOI を参照。 
 
DOI suffix （ディーオーアイサフィックス） 
DOI 登録者が登録するディレクトリの識別子。DOI を参照。 
 
DOI 登録 
コンテンツに対して DOI を付与し、URL とメタデータとともに RA に登録（デポジット）す

ること。 
 
DOI の解決、DOI リゾルバ 

DOI を入力することにより、コンテンツ自身もしくはメタデータを表した Web ページの URL
を得ることを DOI の解決（リゾルブ）という。また、DOI の解決を行うネットワークサービ

スを DOI リゾルバという。 
 
IDF（アイディーエフ）  

The International DOI Foundation の略。国際 DOI 財団。（ http://www.doi.org/ ） 
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JaLC（ジャルク）システム 

DOI を利用して国内電子文書のリンクを管理するインターネット上のサービス。 
JaLC（ジャルク）は、Japan Link Center の略。 
 

prefix （プレフィックス） 

接頭辞。ここでは DOI prefix のことを指す。DOI prefix を参照。  

 
prefix の払い出し・返却  

prefix は IDF より各 RA が払い出しを受け、DOI を登録しようとする機関あるいはプロジェ

クト単位に割り当てる。  

 
RA（アールエー） 

(IDF) Registration Agency の略。DOI 名の登録機関のこと。 
 
Registrant(登録者) 

論文や記事、ジャーナルなどの電子データを DOI 名で登録する機関。 
 
suffix （サフィックス） 

接尾辞。ここでは DOI suffix のことを指す。DOI suffix を参照。 

 

デポジット 

安全に預け入れるという意味から、電子データの登録、または登録すること。 
XML に変換したメタデータや本文を JaLC システムにデポジットする、というように使用す

る。 
 
マルチプルレゾリューション 

通常、DOI は一つの Web 画面とのみ結びつけられており、DOI の解決先もその画面となる。

ただし、同じコンテンツが複数の公開先を有するなど DOI を複数の Web 画面に結びつけたい

ときにマルチプルレゾリューションとして、その DOI に結びつくすべての Web 画面の URL
を表示する中間画面に紐付けられる。 
 
メタデータ 

情報検索システムの検索の対象となるコンテンツを要約したデータのことをメタデータと呼

んでいる。図書館情報学の分野では書誌情報と呼ぶこともある。例えば、文書であれば著者名

や表題、発表年月日等のほか、関連キーワードなどを含めるのが一般的である。 
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メタデータスキーマ 

メタデータのデータ構造のこと。情報検索の分野では、メタデータスキーマを XML 言語で表

すことが一般的である。 
 
ランディングページ 

DOI と関連づけられた Web ページ。DOI を解決したときに表示される。 

 

リポジトリ 

論文、研究データ、その他コンテンツを蓄積・提供を行う。大学図書館、研究機関が、自身が

生み出したコンテンツを蓄積・提供する機関リポジトリ、特定の分野の研究成果を蓄積・提供

する分野リポジトリなどがある。 
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ジャパンリンクセンター 
研究データへの DOI 登録実験プロジェクト 

 
 

参加機関 

国立研究開発法人 科学技術振興機構 

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立極地研究所 

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所 学術基盤推進部 

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所 コンテンツ科学研究系 
（地球環境情報統融合プログラム（DIAS）参加機関） 

国立情報学研究所 
東京大学 地球観測データ統融合連携研究機構 
国立研究開発法人 海洋開発研究機構 
京都大学 情報学研究科 
国立研究開発法人 国立環境研究所 地球環境研究センター 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

国立研究開発法人 情報通信研究機構 
（WDC 参加機関） 

京都大学大学院 理学研究科地磁気世界資料センター 
国立研究開発法人 情報通信研究機構 電離圏宇宙天気世界資料センター 
国立極地研究所 オーロラ世界資料センター 
国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学衛星資料センター 

千葉大学附属図書館 

国立研究開発法人 物質・材料研究機構 

国立研究開発法人 理化学研究所 脳科学総合研究センター神経情報基盤センター 

 
（順不同） 

実施期間 
2014 年 10 月～2015 年 10 月 


